
日ごろから、 ファミリーサポートセンター介護型・認知症サポートセンターの事業
に対し、 ご理解とご協力をいただき心から感謝申し上げます。
今後も皆さまの地域で支え合うお気持ちを大切に、 医療・介護・福祉・地域住民の

方と連携しながら、 支え合いのまちづくりをめざせるよう努めてまいります！
そして支援活動を通して生まれる、 つながり・関わり合いが、 皆さま

お互いの健康な生活を整える一助になりますよう願っています。

Ｐ１ ごあいさつ

Ｐ２ 支援活動の紹介 ～ ファミサポ介護型

Ｐ３ 開催行事の紹介

Ｐ４ 支援活動の紹介 ～ 認知症サポートセンター

Ｐ５ 認知症ケアのポイント

Ｐ６ センター事務局からのお願い

● ●
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/
/

E-mail / fami_ninsapo@asahikawa-shakyo.or.jp

〒070-0035
旭川市５条通４丁目旭川市ときわ市民ホール１階
社会福祉法人 旭川市社会福祉協議会 ５条事務所

開設時間

（土・日・祝日年末年始を除く）

●利用・活動時の体調確認について

今後も感染予防対策のため、 体調不良

のときは利用・活動を控えるよう、 お願

いします。

●支援活動予定の連絡について

利用・活動の予定が変更や追加になる

場合は、 センター事務局へ必ずご連絡を

くださいますようお願いします。

●郵送物の送付について

ご住所・ご連絡先の変更があった場合

や状況が変わられた場合などは、 セン

ター事務局へご連絡をお願いします。

●異常気象や災害発生時について

異常気象により悪天候が予想される場

合、 活動を中止する方向で対応をお願い

しています。 支援活動中の突然の災害発

生を想定し、 普段から万が一の避難場所

や経路を確認するようにしましょう。
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ケアマネ
ジャーデイサービス

娘さん息子さ
ん家族

地域包括支援
センター

近所の親戚

鍼灸院

医師

ファミサポ

最初は誰かに手伝いに来てもらうのは

少し抵抗があって、 利用しないつもりで

したが、 息子が手続きもしてくれたので

利用してみました。 どんな人が来るのか

不安に思っていたら、Ｋさんは最初から

とっても気が合う人でした。

それからずっと気兼ねなく好きなよう

に話ができてうれしく思っています。

つい話が長くなると、 夫がＫさんの帰る

時間をいつも気にかけてくれていました。

季節によって、 たまにお願いしたい所の

お掃除も頼めるので本当に助かっていま

す。

事前打ち合わせの時からＳさんと会話が

弾み、 初対面とは思えませんでした。

コロナ禍では、買った物を玄関前に置き、 

ベランダ越しにお互い笑顔で手を振って

コミュニケーションを取っていました。

またＳさんはお料理も上手で、 苦手な私

でも作れるレシピを教えていただき、 今で

は我が家の定番料理になっています。

毎週いろいろなお話をし、その際、 人生の

先輩としても教えていただくことも多く、

楽しくご支援させていただいてます。

福祉除雪サー
ビス

ご夫婦で体調を気遣いながら

家事を分担してなさっていた

Ｓさん 足腰等の調子を悪くされ買物など大変

になられた 平成２８年に、 買物代行とお掃除の支

援を提供会員Ｋさんに週２回お願いされるように

なりました。

途中で介護保険の認定も受けられて、 訪問介護

の利用も検討しましたが、 気が合う提供会員

Ｋさんに続けて来てもらいたいと希望され、  現在

も週１回、 継続しています♪

女学校時代
の友人

勤めた会社
OB仲間

近所の飲食店
（除排雪）

ママさん
バレー友人

卓球サークル
仲間

２

買って来ま

したよ～♪

「心を開いて優しくつながる地域づくり ～２７年の民生委員活動
から伝えられること～」というテーマでお話いただきました！
暮らしの困りごとの相談を受けて解決された事例や、 みんなで愉

しむイベントを通した地域づくりについて、 また、 その継続の原動
力と信条についてのお話を伺いました♪

●アンケートより●

・民生委員として長く活動されているお話は、 町内でも

よくある話が多く、とても参考になりました。

・心を開いて優しく接すれば、専門家でも解決が難しい

トラブルも、うまくいくことを知りました。

・同じ活動をされている方々と会話ができて元気をい

ただきました。

●アンケートより●

・支援までのプロセスが解り、とても良かったです。

・どういうふうに対応するのか、いろいろな例を見る

ことができて、 参考になりました。

・いろいろな体験話を聞くことが出来て良かったです。

利用者さん宅で「これから家に帰り
たい」と利用者さんに言われた支援
活動事例のプチ芝居を観て、 対応を
みんなで考えました！

「認知症になっても住み慣れた地域で暮らし続けるための
支援について」というテーマでお話いただきました！
地域包括支援センターの仕事についてや、  認知症の方に寄
り添う支援やサービス、 社会資源についてなど、 学ぶことが
できました♪

３
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さ

認知症が、進行していくと今まで出来ていた日常の行動が難しくなっていく、といわれています

しかし、今までの出来ていた動作が難しくなっていく のであって、

出来なくなってしまうのではない という認識がとても大切です。

例えば・・・

➃      とうもろこしを鍋に入れ、火を点け 温める・・・など  沢山の工程があり茹で上がる

➁ 茹でる為には 鍋が必要と

判断し、鍋を取り出す

料理が出来なくなりました・・・
「とうもろこしを茹でる」

 という行為は、

① 茹でることが必要なモノ
と判断する

➂ 茹でる為には水が必要と判断し、鍋の中に水を入れる

料理の場面に限らず 日々何気ない生活の場面には 沢山の工程があり、一つの動作として成り立つ

ものが多くあります(途中で中断したり、最後まで出来ない等の状態を 実行(遂行)機能障害 と言います)

このように ・・・

これらの出来ていた工程が

出来なくなってしまうことに繋がってしまいます

料理が出来ないということは、“料理”の中のどの部分が難しいのか を理解していくことが必要です。

上記の方は 鍋を探していた為

棚の中に鍋があることを伝える為に

声をかけ、 棚に直接触れる という関わりのみで 

棚に意識を向け、自分で棚の扉を開け、鍋を取り出すことができました

可能な部分は 継続できるように

困っている場合は言葉かけ・手を

添える・見本となって動作で伝え

るなど さり気ない優しさで

手を動かそうとする・前のめりになる・

表情が変化するなどの反応は「興味がある」

「出来そう」といったサインかもしれません

待つことで見えてくる反応もあります

どの場面の どこの部分

が難しいと感じ、希望す

ることは何でしょうか

不安な様子から感じ取り

ゆっくり聞くことが大切

認 知 症 ケ ア ３ つ の ポ イ ン ト 

さり気ないアシストを小さな反応をみつける

直接聞くことが
最も大切

認知症ケアのポイント

認知症の方の日常の行動を支える関わりとは？

認知機能の低下や体の機能の変化によって、日常生活での方法や手順が今までと違ってしまっても、結果的に

間違いではないことは多くあります。関わる私たちが、「これは、こうしなきゃならない、こう使うもの」という

認識自体を変えていくことも、認知症の方の自由な生活に繋がる方法の１つになるのかもしれません。

参考文献） ・六角僚子ほか：『認知症のある患者さんのアセスメントとケア』(ナツメ社，２０１８) ・中島健二ほか：『認知症ハンドブック第２版』(医学書院，2022)

実行(遂行)機能障害は、記憶障害 
など他の認知症による症状との
関連も多い といわれています

もし、「料理が出来ない」 と私たちも思い込み、すべてを手伝ってしまうと・・・

● 認知症看護認定看護師 ● 佐 藤  千 尋 氏

とうもろこしを茹でることが出来ている

●
●

● 持ってきていた紙芝居を

やると「なんだか涙が出て

くる。 またやってね」 と

言って下さいました。

● 背中とお尻が痛いと言われるので、

そこをなでると、 私の背中もなでて

くれました！

● 「誰？」と聞かれたので名乗ると、

「あ～良かった大好きだから」と言っ

て下さり、 嬉しいお言葉でした。

Ｋご夫妻と出会い早１年。 奥さまは、 いつ

も 「ありがとう、すみません」 と言われ、 

時には「頑張りましょう」と励まして下さい

ます。 ご主人は 「試練だと受け止めていま

す」 と語られていました。

８９歳の私の母、 ６５歳の私、 生老病死は

永遠のテーマ、 他人事ではなく、 自分事と

して理解するきっかけができ、 感謝してお

ります。

短い時間で、 力も及びませんが、 ご夫妻が

少しでも安心して暮らせるよう自分の今、

出来る事に努めたいと思います。

いつもお互い気にかけ思いやり深い

素敵なＫさんご夫妻  認知症の症状

がある要介護４の奥さまをご主人が

介護されています。

介護保険サービス等利用されてますが、 ご主人は

健康のためにも毎日お買い物に出かけられるので、 

ご主人が不在の間に奥さまの見守りとお話し相手の

支援をお２人の提供会員さんに依頼しています。

ご主人の姿が見えないと奥さまは心配されますが、  

提供会員さんから 「お買い物からもうすぐ戻られま

すよ」 と声かけすると、 安心してくださり一緒にお

帰りを待つご支援になっています。

ケアマネ
ジャー

訪問看護

デイサービス

福祉用具

娘さん家族
・親戚

医師

地域包括支援
センター

支援活動をしている友人に紹介されて、 軽い

気持ちで講習会に参加しました。 友人がしてい

た支援内容とは随分違ってましたが、 それはそ

れでとても勉強になりました。

奥さまは認知症の症状がありますが、ご主人

がとても優しい方で、こんな優しい人もいるん

だと感心しました。

私は主人に先立たれたのですが、 もっと優し

くしてあげればよかったと大反省する思いで

した。 ここのご主人に多くの人に会っていただ

きたいとつくづく想っています。

認知症サポー
トセンター

ヘルパーさん

４
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